


タギゾウくんはタギの国
くに

の王
おうさま

様です。



ある日
ひ

の夜
よる

、タギゾウくんはずっと降
ふ

り続
つづ

く雨
あめ

を心
しんぱい

配していました。

タギの国
くに

には、たくさんの川
かわ

が流
なが

れる低
ひく

い土
と ち

地に、お米
こめ

をつくって生
せいかつ

活している村
むら

があるからです。

その村
むら

は周
しゅうい

囲を土
つち

の堤
ていぼう

防で囲
かこ

み、川
かわ

から村
むら

を守
まも

っていました。



しかし、ずっと降
ふ

り続
つづ

く雨
あめ

により、堤
ていぼう

防のすぐ向
む

こうまで川
かわ

の水
みず

が増
ふ

えてきています。
「雨

あめ

が止
や

まないと、村
むら

が危
あぶ

ない。みんなに逃
に

げるように伝
つた

えなきゃ」
タギゾウくんは、外

そと

に出
で

ました。そのとき、少
すこ

しずつ雨
あめ

が弱
よわ

くなりはじめました。
「よかった」タギゾウくんはほっとしました。



次
つぎ

の日
ひ

、タギゾウくんはこの村
むら

に住
す

む友
ともだち

達のイケちゃんに会
あ

いに行
い

きました。
「イケちゃん、昨

き の う

日は雨
あめ

が止
や

んでよかったね」
「うん、でも ･･･ 雨

あめ

はきっとまた降
ふ

る。次
つぎ

も大
だいじょうぶ

丈夫とは限
かぎ

らないよ」
イケちゃんは不

ふ あ ん

安そうに話
はな

しました。



家
いえ

に戻
もど

ったタギゾウくんは、イケちゃんと村
むら

のために何
なに

かできないか考
かんが

えました。しかし、ちっともいい
考
かんが

えが浮
う

かびません。困
こま

りはてたタギゾウくんは、象
ぞ う び さ ん

鼻山に登
のぼ

り女
め が み

神さまに会
あ

いに行
い

きました。
すると、女

め が み

神さまはいいました。「自
し ぜ ん

然の力
ちから

は強
つよ

く、どうすることもできません。川
かわ

よりも低
ひく

い場
ば し ょ

所に住
す

む
ことを選

えら

んだのであれば、必
かなら

ずまた昨
き の う

日のようなことは起
お

こるでしょう」



「しかし、このままでもいけませんね。次
つぎ

の大
おおあめ

雨までに、村
むら

の高
たか

い場
ば し ょ

所に倉
そ う こ

庫をつくり、そこに大
だ い じ

事なものを
置
お

いておくとよいでしょう。それから、少
すこ

しでも多
おお

く、舟
ふね

をつくってあげなさい」
これを聞

き

いたタギゾウくんや、村
むら

の人
ひと

たちは、さっそく堤
ていぼう

防の上
うえ

に倉
そ う こ

庫を建
た

てました。また、舟
ふね

をつくり、
家
いえ

の軒
のきさき

先に吊
つる

して、次
つぎ

の大
おおあめ

雨に備
そな

えました。



そして、数
すうじつ

日が経
た

ち、タギの国
くに

にまた大
おおあめ

雨がやってきました。
雨
あめ

は、いっこうに止
や

む気
け は い

配がありません。川
かわ

の水
す い い

位はどんどん上
あ

がっていきます。
「今

こ ん ど

度の雨
あめ

は危
あぶ

ない」
タギゾウくんが村

むら

に向
む

かうと、イケちゃんが鐘
かね

を鳴
な

らし、みんなに逃
に

げるように伝
つた

えています。



そのとき、川
かわ

の水
みず

が強
つよ

い力
ちから

で堤
ていぼう

防を壊
こわ

してしまいました。水
みず

は、どんどん村
むら

の中
なか

に流
なが

れ込
こ

んできます。

「水
みず

がくるぞー」

村
むらびとたち

人達は必
ひ っ し

死に逃
に

げる場
ば し ょ

所をさがしました。



そのとき堤
ていぼう

防の上
うえ

につくった倉
そ う こ

庫だけは、水
すいめん

面より高
たか

い位
い ち

置にあり、無
ぶ じ

事でした。
「あそこに避

ひ な ん

難しよう」
暗
くらやみ

闇の中
なか

、村
むら

の人
ひと

たちは必
ひ っ し

死に、堤
ていぼう

防の倉
そ う こ

庫に避
ひ な ん

難してきます。しかし、逃
に

げ遅
おく

れて、屋
や ね

根の上で救
きゅうじょ

助を
待
ま

つ人
ひと

もいました。タギゾウくんは、イケちゃん達
たち

と一
いっしょ

緒に、取
と

り残
のこ

された人
ひと

の救
きゅうじょ

助にあたりました。



そして夜
よる

が明
あ

け、ようやく雨
あめ

は止
や

みましたが、村
むら

の中
なか

は水
みずびた

浸しになってしまいました。

イケちゃんの家
いえ

も、屋
や ね

根だけが水
すいめん

面に出
で

ています。

タギゾウくんがイケちゃんの顔
かお

をのぞきこむと、イケちゃんは今
いま

にも泣
な

き出
だ

してしまいそうでした。



タギゾウくんはイケちゃんを慰
なぐさ

めたいと思
おも

いましたが、自
じ ぶ ん

分の気
き も

持ちを上
じょうず

手に伝
つた

えられません。すると、
イケちゃんは涙

なみだ

を隠
かく

し、タギゾウくんにいいました。「村
むら

は洪
こうずい

水にあっちゃったけど、舟
ふね

と倉
そ う こ

庫のおかげで
村
むら

の人
ひと

は助
たす

かった。ありがとう。今
こ ん ど

度はどんな雨
あめ

にも負
ま

けない堤
ていぼう

防をつくって、この村
むら

をタギの国
くに

で一
いちばん

番
お米

こめ

がとれる村
むら

にしてみせるよ」イケちゃんはそういって、戻
もど

っていきました。



タギゾウくんは何
なに

もいえませんでした。でも、心
こころ

の中
なか

では、

「ぼくももっと勉
べんきょう

強して、きっとこの村
むら

を守
まも

る方
ほうほう

法を見
み

つけてみせるからね」

そうイケちゃんにいいました。
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解 説 見 学 ポ イ ン ト

　養老町の低地部は、常に水害の恐怖にさらされてきました。そ
のため、人々は集落を堤防で囲むなどの対策をとり、輪中と呼ば
れる集落が、養老町をはじめ木曽三川とその支流域にたくさん生
まれました。その多くは江戸時代に形成されたものです。
　近代以降は、大規模な治水事業により、輪中の必要性は低くな
りましたが、それでも昭和34年の集中豪雨と伊勢湾台風では、
養老町根古地で堤防が決壊し、輪中地帯は水没しています。
　この絵本は、当地域の人々が常に水害と闘ってきたこと、そし
てそうした治水問題は現在にも続いていることを知って頂くため
に作成しました。ぜひ、一度タギゾウくんとイケちゃんが守ろう
としている輪中を調べてみてください。

名神高速道路 大垣インターより約 12分車

◉決壊口之碑 ◉輪中堤防 ◉水屋
（養老町指定文化財）

ね こ じ

わじゅう

養老町と水害

伊勢湾台風時の養老町の様子

岐阜県養老町の歴史文化資源：

電子書籍　「養老町の大水害」：

http://tagizou.com/
http://tagizou.com/main/elibrary/?other

詳しい地図は
【こちら】

(google map)

http://tagizou.com/main/elibrary/?other
http://maps.google.co.jp/maps?f=q&source=s_q&hl=ja&geocode=&q=%E5%B2%90%E9%98%9C%E7%9C%8C%E9%A4%8A%E8%80%81%E9%83%A1%E9%A4%8A%E8%80%81%E7%94%BA%E5%A4%A7%E5%B7%BB41&aq=&sll=35.252418,136.603575&sspn=0.020256,0.033109&brcurrent=3,0x6003bbbf7c9de533:0x1de9923b5a
http://tagizou.com/





